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医療・看護・介護を通して
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いきいき
健康生活

認知症患者さんも高齢になると、肺炎や腸閉塞といった合併症
のリスクが高まります。医療法人社団博友会では、内科医と精
神科医が連携して、内科的疾患の予防や治療を行っています。

内科医と

精神科医の連携で
治療効果と生活の質の向上を

適
切
な
治
療
・
予
防
と

栄
養
管
理

　

認
知
症
患
者
さ
ん
の
中
に
は
痛
み
や
不
快
感

が
あ
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
認
識
で
き
な
か
っ
た

り
、
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。当
法
人
で
は
、

内
科
医
と
精
神
科
医
が
連
携
し
て
、
一
人
ひ
と

り
の
患
者
さ
ん
と
向
き
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
内
科
的
疾
患
の
予
防

や
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、特
に
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

「
栄
養
摂
取
」
で
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
身
体
で
は
、
ど
ん
な
に
良
い
治
療
を
行
っ

て
も
、
そ
の
効
果
も
限
ら
れ
た
も
の
に
な
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
病
状
や
栄
養
状
態
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
、適
切
に
栄
養
管
理
す
る
こ
と
で
、

治
療
効
果
と
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

口から食べることができる場合▲

 経口摂取

口で噛む、味を感じる、見た目やにおいを楽しむな
ど、食べる行為は「人間が生きるための根源的な動作」
です。心の安定にもつながり、消化器官を使うこと
が免疫力を向上させます。できる限り口から食べる
ことができるよう、口腔ケアにも力を入れています。

飲み込む力が低下した場合▲

 胃ろう

飲み込む力が弱ると食べ物の一部が気管に入り、肺
炎を起こしやすくなります。そこで、簡単な手術で
お腹の皮膚から胃までを管でつなぎ、栄養剤を注入
します。消化器官を使い、自然に近い形で栄養摂取
ができます。

消化管を通して栄養摂取ができない場合▲

 中心静脈栄養法

心臓に近い、太くて血液量が多い血管までカテーテ
ルを入れて、必要なエネルギーや栄養素などを投与
します。弱った消化器官への負担を軽減できます。

●病状に合わせた栄養の摂取方法

　

平
成
22
年
9
月
に
ナ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
増
築
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
今
ま
で
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
約
50
㎡
の
部
屋
が
隣
接
し
、
多

職
種
が
集
ま
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も

広
々
と
し
た
空
間
で
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

北の峰病院
ナースステーションが

拡充しました

認知症の患者さんが、
食事で笑顔になることもあります
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医
療
法
人
社
団
博
友
会
で
は
、
将
来
、
当
法
人

で
医
療
従
事
者
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を

図
る
た
め
、「
奨
学
資
金
支
援
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。
資
格
取
得
後
は
、
奨
学
資
金
受
給
期
間

と
同
じ
期
間
、
当
法
人
の
医
療
施
設
に
就
労
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
す
（
2
年
間
受
給
し
た
場
合

は
2
年
間
の
就
労
）。
そ
の
場
合
、
奨
学
金
の
返

還
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

実
際
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
資
格
を
取
得

し
、
当
法
人
で
働
い
て
い
る
3
人
の
職
員
に
、
制

度
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

営
業
職
時
代
は
、
契
約
と
売
り
上
げ
が

最
優
先
さ
れ
る
毎
日
で
し
た
が
、
今

は
、「
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
大
切
に

し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
遣
り
甲
斐

を
感
じ
る
仕
事
に
出
会
わ
せ
て
く
れ
た
友
人

と
支
援
制
度
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

医療従事者を目指す
皆さんへ

奨学資金
支援制度で
　 を実現夢

妻
の
入
院
で
男
性
看
護
師
の
存
在
を
知

り
、「
人
に
感
謝
さ
れ
る
仕
事
が
し

た
い
」
と
看
護
の
道
へ
。
当
時
は
子
ど
も
が

2
人
い
ま
し
た
の
で
、
看
護
助
手
と
し
て
働

き
な
が
ら
、
准
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。

　

正
看
護
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
た
と

き
に
、
奨
学
資
金
支
援
制
度
を
知
り
、
迷
う

こ
と
な
く
申
し
込
み
ま
し
た
。
支
援
制
度
の

お
か
げ
で
、
生
活
に
困
る
こ
と
な
く
正
看
護

師
の
国
家
試
験
に
合
格
で
き
ま
し
た
。
看
護

師
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

休
日
は
、
妻
と
3
人
の
子
ど
も
と
賑
や
か
に

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

これまでの実績
（昭和45年ころ制度開始）

資格取得延人数

180人

職種

看護師、准看護師、臨

床検査技師、作業療法

士など

就学先

旭川市医師会看護専門

学校、その他札幌・旭

川・小樽・帯広・伊達・美

唄・稚内など各地の医

療関係学校

現在までの支援資金総額

約1億円

平成22年の就学者数

38人

お
問
い
合
わ
せ

法
人
事
務
局

　

0
1
2
5
（
3
8
）
8
3
3
1

工業高校卒業後、電気ボ
イラー設備の仕事に就く。
27歳で看護助手に。29歳
で准看護師の資格を取得。
31歳で「奨学資金支援制
度」を利用し、室蘭の看護
学校へ進学。正看護師資格
取得後、平岸病院看護部勤
務。平成14年より看護師
長。

石川 文彦
看護師
滝川市出身

（45歳）

勤続
10年

東京で大学の商学部を卒業後、
札幌の不動産会社の営業職に。
平岸病院リハビリテーション科
に理学療法士として勤務する高
校時代の友人から「奨学資金支
援制度」を聞き、すぐに申し込
み、千歳の専門学校作業療法士
科へ進学。国家試験合格後、平
岸病院精神科に勤務。

横山 和幸
作業療法士
赤平市出身

（33歳）

勤続
3年

臨床検査技師専門学校1年
生の時に入院したことが
きっかけで、看護助手に。
准看護師を目指していたと
きに、博友会で介護福祉士
をしていた兄から「奨学資
金支援制度」を聞き、制度
を利用。平岸病院看護部に
勤務しながら、週3回旭川
の看護学校へ通い、25歳
で正看護師の資格を取得。

藤山 志保
看護師
滝川市出身

（26歳）

勤続
1年精

神
科
の
入
院
患
者
さ
ん
は
優
し
い
人

が
多
い
で
す
。
新
米
看
護
師
の
私
を

い
つ
も
気
に
か
け
て
く
れ
て
、「
今
日
は
元

気
が
な
い
ね
。
大
丈
夫
？
」「
頑
張
っ
て
い

る
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
一
日
も

早
く
患
者
さ
ん
に
頼
り
に
さ
れ
る
ベ
テ
ラ
ン

看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



衣
を
作
業
着
に
着
替
え
、
男
性
職
員
や
患
者

さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
職
業
や

立
場
を
越
え
て
「
赤
平
で
一
緒
に
生
き
て
い

る
仲
間
同
士
」
と
な
っ
て
い
た
私
た
ち
は
、

不
便
を
自
分
た
ち
の
手
で
少
し
ず
つ
解
消
し

な
が
ら
、
毎
日
を
暮
ら
し
て
い
た
の
で
す
。

10
年
間
で
総
病
床
数
82
か
ら
3
5
1
へ

　
「
木
造
2
階
建
て
の
ボ
ロ
病
院
を
、
燃
え

な
い
病
院
に
し
た
い
」
と
、
医
療
金
融
公
庫

か
ら
4
2
0
0
万
円
を
よ
う
や
く
借
り
、
悲

願
だ
っ
た
病
院
不
燃
化
工
事
を
10
年
計
画
で

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
11
月
、「
耐
火
構
造
に
よ
る
閉

鎖
病
棟
」
が
完
成
。
詰
所
か
ら
2
つ
の
病
棟

廊
下
が
見
渡
せ
る
斬
新
な
病
棟
で
、
道
内
各

地
か
ら
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
今

振
り
返
る
と
「
刑
務
所
的
発
想
」
で
あ
り
、

今
も
「
過
去
の
恥
部
」
と
し
て
私
を
悩
ま
せ

て
い
ま
す
。唯
一
良
か
っ
た
と
思
え
る
の
は
、

病
棟
の
入
り
口
に
半
透
明
の
厚
い
ア
ク
リ
ル

の
電
動
ド
ア
を
設
置
し
、
正
面
の
詰
所
か
ら

開
閉
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

工
事
期
間
は
4
期
7
年
で
、
昭
和
47
年
6

月
に
地
下
1
階
、
地
上
4
階
の
近
代
的
な
新

館
が
完
成
。
工
事
前
に
82
床
だ
っ
た
平
岸
病

院
は
3
5
1
床
と
な
り
、
道
内
で
有
数
の
規

模
の
精
神
病
院
に
な
り
ま
し
た
。　
【
続
く
】

博
友
会
だ
よ
り N

o
.9

発
行
／
医
療
法
人
社
団 

博
友
会  　

赤
平
市
平
岸
新
光
町
2
丁
目
1
番
地　

電
話 

0
1
2
5
（
3
8
）
8
3
3
1

  　

制
作
／
有
限
会
社 

慶
文
社 

博友会物語⑧
白
衣
と
作
業
衣
が
並
ぶ
院
長
室

作
業
着
に
着
替
え
て
院
内
の
工
事
現
場
へ

　

私
が
院
長
に
就
任
し
た
の
は
昭
和
38
年
。

院
長
室
の
壁
に
は
、
白
衣
と
並
ん
で
作
業
着

が
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。
医
学
の
道
へ
進
む

前
に
、
電
話
や
電
気
を
設
置
す
る
仕
事
に
就

い
て
い
た
私
は
、
簡
単
な
設
備
工
事
の
技
術

は
身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

院
内
で
何
か
工
事
が
必
要
に
な
る
と
、
白

医療法人社団博友会 理事長 谷 博

改築工事の様子は8㎜フィル
ムで撮影し、映像に残しまし
た（写真は、カメラを手にす
る私です）

自
然
映
像
で

多
く
の
人
の
心
を
癒
し
た
い

　

平
成
12
年
か
ら
平
岸
病
院
に
勤
務
し
、
病

院
イ
ベ
ン
ト
の
撮
影
や
掲
示
物
の
作
成
な
ど

の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
映
像
を
撮
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

札
幌
か
ら
赤
平
に
住
ま
い
を
移
し
た
翌
年
か

ら
。
ニ
ュ
ー
ス
映
像
で
愛
ら
し
い
ナ
キ
ウ
サ

ギ
の
姿
を
見
て
、「
自
然
に
恵
ま
れ
た
北
海

道
に
住
ん
で
い
る
の
に
、
自
分
は
何
も
知
ら

な
い
」
と
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

休
日
に
は
約
7
キ
ロ
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
機
材

を
背
負
い
、
春
は
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
の
幼
鳥
、

夏
は
ナ
キ
ウ
サ
ギ
、
秋
は
エ
ゾ
オ
コ
ジ
ョ
な

ど
を
撮
影
す
る
た
め
に
、道
央
・
道
東
の
山
々

を
巡
り
ま
す
。

　

通
い
続
け
て
撮
影
し
た
野
生
動
物
の
様
子

や
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
を
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
い
た
い
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動

画
を
公
開
し
、
3
年
前
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
ア
ッ
プ
。
世
界
各
地
か
ら
1
6
0
万
を
越

え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
の

取
材
も
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
院
の
娯
楽
室
で
、
赤
平
の
エ
ル

ム
森
林
公
園
で
撮
影
し
た
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
の

幼
鳥
の
映
像
を
上
映
し
た
と
こ
ろ
、
患
者
さ

ん
が
喜
ん
で
見
て
く
れ
て
、
嬉
し
か
っ
た
で

す
ね
。
自
然
映
像
は
「
人
間
の
心
を
癒
す
パ

ワ
ー
」
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
撮
り
続
け
ま
す
。

平岸病院 情報管理室

川村伸司

自然映像クリエーター
としても活躍中

これまでに撮影したさまざまな自
然の動画を見ることができます

赤平市民の有志
で制作した映画
「0からのRE-ス
タート～あの火を
未来へ」では、撮
影・編集を担当し
ました


